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This study focuses on “Star Scientists” and examines their roles in and impacts on industries. Star 
Scientists are leaders of basic research. A “Star” often refers to a scientist who can publish many 
articles with high quality. However, we believe that Star Scientists can not only publish many 
high-quality articles but also positively contribute to industries. Therefore, we examine their roles in 
and impacts on industries through reviewing previous works. In particular, we introduce a series of 
research outcomes by Lynne Zucker and Michael Darby (University of California, Los Angeles) as 
pioneers of Star Scientists’ research. These researches suggest that Star Scientists can improve their 
academic performance and firms can also improve their business performance when they are 
connected with each other in some form or another. We call this phenomena as “Virtuous Circles in 
Science and Commerce.” Based on these previous works, we show new viewpoints about Japanese 
academic-industrial collaboration before the implementation of the Science and Technology Basic 
Law in 1995. We examine the background and characteristics of the national innovation system in 
Japan. We preliminarily analyze the most recent status of Star Scientists worldwide using our data. 
We also show the distribution of Star Scientists over countries and research fields. Thereafter, we 
analyze the relationship between the number of Star Scientists and national power (population, 
nominal GDP, GDP per capita). Further, we focus on Star Scientists in Japan and analyze how many 
Star Scientists in Japan register patents and the number of times their patents are cited to explain 
their impacts on industries. We find that over half of the Star Scientists in Japan have registered for 
patents and nearly half of them have been cited. This finding implies that Star Scientists in Japan 










































































































































表 1 ストークスの 4象限 (Stokes,1997) 












































校の Lynne Zucker教授とMichael Darby教授が挙げられる。彼らは論文データや特許データ、
および地域の企業のデータなどを結合し、大規模なデータベースを作り、スター・サイエ
ンティストの特性や産業界へのインパクトを様々な観点から定量的に明らかにしてきた。 
























































わると、それぞれ研究業績および企業業績が上がるという“Virtuous Circles in Science and 
Commerce”(サイエンスと商業化における好循環)の関係を示唆している(Zucker, et al., 2007)。 
4. スター・サイエンティストの国際比較と日本への示唆 
図1 サイエンスと商業化における好循環 








 Zucker & Darbyは、1970年代から 1980年代のバイオテクノロジー分野を対象に、国際比
較も行っている(Zucker, et al., 2007)。その結果によると、国別のスター・サイエンティスト
の分布から、米国が 50.2％で 1 位であるのに続き、日本が 12.6％を占めていることを示し
ている。さらに企業とのつながりがあるスターの割合をみると、米国が 33.3％であるのに
対して、日本は 42.3％である。  
 ただし、スター・サイエンティストの企業とのつながりに着目した場合、1980 年代の産




















では 1995年以前はどうか。図 2は TLO法成立前の大学と企業の間の技術移転のメカニズ
ムを示している。 





図 2 TLO法以前の日本における大学・企業間の技術移転のメカニズム 
 






















































 Zucker & Darby は日本のスター・サイエンティストも含めて分析しているが、分析対象
年代が 1970 年から 1980 年代かつバイオテクノロジー分野に限られている。我が国の科学
技術政策にとっての大転換期であった科学技術基本法が成立した 1995 年以降、はたして









 Zucker & Darbyの一連の研究が、スター・サイエンティストが産業界に及ぼす影響に焦点
を当てたのに対して、アカデミックの世界にもたらす影響に焦点をあてた研究も行われて
いる。Azoulayらは、スーパー・スターが周りの研究者に及ぼすスピル・オーバーをきわめ












































































6. 世界のスター・サイエンティストの試論的分析 ―最近の動向－ 
ここでは世界のスター・サイエンティストのごく最近の全体像についてデータを用いて






2014 から 2016 年版まで公表されている。ここでの高被引用文献とは、同社が提供する
Essential Science Indicators (ESI)に従った、21分野における過去 11年間の被引用回数による
上位論文であり、分野別および年別で上位 1%に入っているものを指す。ソースとなる論文
は Clarivate Analytics社が提供するWeb of Science（WoS）に掲載されている学会誌に依拠し
ている。各年の HCRの分析対象は、たとえば 2016版の HCRのリストは、2004年から 2014
年までにWoSに収録された論文を対象としており、2015年版であれば 2003年から 2013年
までにWoSに収録された論文、2014年版であれば 2002年〜2012年までにWoSに収録され
た論文を対象とする。ここでは 2014 から 2016 年までの、まさに直近の高被引用研究者に
焦点をあてる。 
まず各年のスター・サイエンティストの所属機関の所在地（国単位）ごとの、スター・
サイエンティストの人数推移を検討しよう。2014-2016 年まで上位 10 カ国の顔ぶれには変
動がないことから、上位 10カ国に絞る。 
 
図 3 スター・サイエンティストの国別人数 経年推移 














































































ずれも対数をとる。同じく 1985年、1995年、2005年、2015年の 4時点でみる。 
 















図 7 スター・サイエンティストの数と一人当たり名目 GDP 
  
米国やイギリスはそれほど変化していないが、中国やインドは大きく変化している。ま























図 9 世界のスター・サイエンティストの所属機関別分布 2016年度 
 




















































































































表 5 分野別 特許登録をしたことのある
日本のスター・サイエンティスト 









図 12 日本のスター・サイエンティストの特許被引用数に応じた分布 
 
特許登録件数の分布よりもさらに左側に偏っていることがわかる。すなわち、特許の被
引用数が 0 回という研究者が圧倒的に多い(68 人,全体の 53.5％)。しかし、これも翻って言
えば、全体の 47％弱のスター・サイエンティストは少なくとも特許を引用されているとい






図 13 スター・サイエンティストの特許登録件数格差 























図 15 分野別 特許登録数ごとのスター・サイエンティスト分布 
 
 























 Lynne Zucker教授やMichael Darby教授を中心に進められてきたスター・サイエンティス
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